（規則別記様式）

指　定　申　請　書

令和　　年　　月　　日

　千葉県知事　熊谷　俊人　様
所在地

申請者　団体名

代表者氏名
※押印は不要です
下記の公の施設について、指定管理者の指定を受けたいので申請します。

記
公の施設の名称　　千葉県酪農のさと

（添付書類）

１　事業計画書（様式第1号）
２　申請の日の属する事業年度の過去３事業年度における貸借対照表、損益計算書、収支決算書、その他の団体の財務状況を明らかにする書類（例：販売管理費の内訳、株主資本変動計算書、個別注記票、勘定科目の明細、法人概況書の表・裏など）
３　申請の日の属する事業年度の過去３事業年度における事業報告書その他、団体の
業務の内容を明らかにする書類
４　定款、寄付行為、規約又はこれらに類する書類
５　法人の登記事項証明書及び印鑑証明書（法人のみ）

６　団体の役員名簿及び役員の履歴書

７　法人税、消費税及び地方消費税、県税及び市町村税を滞納していないことが確認できるもの
　・法人税、消費税及び地方消費税は、税務署発行の納税証明書（その３の３）
　・千葉県税は、県税事務所発行の納税証明書（第４０号様式その２）
　　なお、千葉県内に事務所がある法人の場合、千葉県税の完納情報提供に関する同意書（様式第２号）を提出することにより、県税事務所発行の納税証明書の提出を省略することができます。（同意書に基づき、千葉県農林水産部畜産課が千葉県税の納付状況を確認します。）ただし、納付状況の確認日時点で未納税額がある場合は、県税事務所発行の納税証明書の提出を求めることがあります。

　・市町村税の納税証明書（詳細は各市町村へお問い合わせください）

８　労働者災害補償保険に加入していることを証する書類（従業員を雇用していな
い事業者は除く。）
９　獣医師の選任を確認できる書類（獣医師免許の写し等）
10　障害者雇用状況報告書の写し（今年度公共職業安定所長に提出した、受付印が　あるもの。ただし、インターネット経由で提出した場合、受付印は不要。）。なお、公共職業安定所長への提出義務のない事業主については、障害者雇用状況報告書（様式第３号）

11　厚生労働省が所管する事業者のための労務管理・安全衛生管理診断サイト「スタートアップ労働条件」のＷＥＢ診断結果
12　２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けている場合、必要な措置の実施について労働基準監督署に報告済みであることを証する書類 
13　グループによる応募に当たっては、グループ構成員となる全ての法人等の上記

　　関係書類に加え、次の書類を提出してください。

　　・グループ（共同体）応募届（様式第４号）

　　・グループ（共同体）構成団体業務分担表（様式第５号）

　　・グループ（共同体）協定書（様式第６号）
様式第１号


千葉県酪農のさとに係る指定管理者指定申請を行うにあたり、事業計画書を提出します。
なお、千葉県酪農のさと指定管理者募集要項「５応募（１）①から⑧」に掲げる全ての要件を満たしています。また、提出した申請書類に虚偽不正はありません。
	施設名
	

	団体名
	

	代表者名
	

	所在地
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	メール

アドレス
	

	担当者名
	


（留意事項）

○事業計画書の作成にあたり，各提案項目（添付書類を除く）はＡ４用紙１枚以内（両面可）に収まるよう工夫してください。
目　　　　　　　　次
申請団体名　　　　　　　　　

１　　団体の概要

２　　管理運営の基本方針
３　　施設の管理運営
（１）　施設の平等な利用の確保
（２）　省資源・省エネルギーなどの環境に配慮した取組
（３）　地域振興

（４）　サービスの質の向上のための方策
（５）　施設の維持管理計画

４　　事業計画

５　　管理運営費計画

６　　運営体制計画及び組織
７　　類似施設の運営実績

８　　家畜の飼養管理対策及び健康・衛生管理対策
９　　利用者の安全確保対策
１０　個人情報の保護のための方策
１１　その他の提案
※記載にあたっての注意事項
　　記入欄が不足する場合は、適宜記入欄を拡大し、記入してください。
　　記入できない項目及び記載がない項目がある場合は、その項目は削らずに、
　「記載できない」又は「記載なし」と記入し、項目は削除しないでください。

１　団体の概要
	（ふりがな）
１　団体の名称
(グループ応募の場合はグループ及び代表団体の名称)
	
	代表者名
	

	２　団体の所在地
(グループ応募の場合は代表団体)
	〒

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ
	

	３　設立年月日
(グループ応募の場合は代表団体)
	

	４　沿革
(グループ応募の場合は代表団体)
	（グループ応募の場合は、構成団体数）　　　　　　　　　　　　団体

	５　資本金又は基本財産
(グループ応募の場合は代表団体)
	

	６　従業員数
(グループ応募の場合は代表団体)
	

	７　現在、行っている主な業務
（グループ応募の場合は代表団体）
	

	８　免許、登録
（グループ応募の場合は代表団体）
	

	９　応募に関する　担当者等
	役職・氏名
	
	所　属
	

	
	電話番号
	
	FAX
	


 ※会社概要等がある場合は添付してください。
※グループ応募の場合の構成団体については、別紙に団体ごとに本書各項目１～８について、記載してください。（任意様式）
 ※欄が不足する場合は、別紙を追加してください。 
２　管理運営の基本方針
	（１）酪農のさとの現状に対する考え方


	（２）酪農のさとの将来の展望または有効な利活用について



	（３）指定管理者の指定を申請した理由



	（４）集客力の強化に向けた取組について
※指定管理に係る外部有識者から、下記のとおりご意見をいただいておりますので、内容を踏まえたうえで、ご記載ください。
①知名度向上に向けた取組
・酪農発祥の地としての知名度が低く、発信力が不足している。

・近隣のみんなみの里のように、集客できる魅力発信が重要なのではないか。
②SNS等の有効な活用
・“バズり”を狙うのはどうか。チッコカタメターノは名前のインパクトが大きい。
・若者向けの“映える”スイーツなどの販売はできないのか。
③展示内容の工夫
・牛乳ができるまでのストーリーが分かる展示があるとよいのではないか。
・ファミリー向けに、子どもが興味を持てる展示をもっと増やすべきである。
・最新の酪農技術をもっとアピールすべきである。
・体験学習のフィールドとしての活用を強化していくべき。
・酪農のさとでしかできない体験を通じて、施設を目的地にしてもらえるようにすべきである。
④その他

・ツーリング需要を取り込めないだろうか。
・乳製品の加工体験を実施できないか。
・6月1日の「牛乳の日」に合わせて、イベントを大々的に開催できないか。



	（５）その他（以下の３点について記載ください）
①団体としての社会的責任に対する考え方及び具体的な取組事項
②コンプライアンスに対する考え方及び具体的な取組事項
③その他経営理念等
　 


※　募集要項中、「1  対象施設の概要（3）設置目的」及び「3  業務の基準」を踏まえ、　　　　上記の各項目について基本方針を提案してください。
３　施設の管理運営
	（１）施設の平等な利用の確保
※公の施設として、一部の県民又は団体に対して不当に利益を制限又は優遇することがない　よう、どのように対応していくか、また、高齢者や障害者等の要配慮者への対応について記載してください。


	（２）省資源・省エネルギーなどの環境に配慮した取組
※「千葉県庁エコオフィスプラン」に基づいた省資源・省エネルギーをはじめとする環境に配慮した取組について、どのように実施していくのかについて記載してください。


※酪農のさとの役割として、都市と農村部との交流促進、畜産振興と地域の活性化があります。この目的を達成するために、施設を活用した活性化対策、地域との連携、協力体制等をいかに構築していくか、また期待される地域経済への波及効果などについて記載してください。

	

	（４）サービスの質の向上のための方策
※酪農に関する博物展示や牛・山羊とのふれあい等施設の運営を通じて、どう利用者のニーズを把握するか、その方法を考えるとともに、そのニーズをいかに管理運営に反映して、　　　サービスの質を向上させていくかについての方策を記載してください。

　また、トラブルや苦情処理に対する具体的方策を記載してください。


	（５）施設の維持管理計画
※酪農資料館、園地等を維持管理するために、日常的、定期的な安全管理、美化対策、保守点検、簡易な修繕などについての基本的な考え方及び重視するポイントを方法、内容、頻度等について具体的に記載してください。

　また、自然災害等が発生した場合の安全対策について記載してください。



４　事業計画
「2 管理運営の基本方針」及び「3 施設の管理運営」を受け、「千葉県酪農のさと指定管理業務仕様書」(募集要項別記1)を基本として、施設の設備・機能を活用した事業計画を次の様式により提案してください。
（令和9年度～13年度事業計画）年度ごとに取組内容が異なる場合は年度ごとに作成してください
	項　　目
	取組内容
	実施時期
・回数等

	１　酪農及びその歴史に関する資料の収集、保存及び調査研究に関すること
	（１）資料の収集、分類、整理及び調査研究
	
	

	
	（２）酪農及びその歴史に関する展示物の企画立案と更新
	
	

	
	（３）酪農に関する幼児、児童向け展示物の企画立案及び展示室の更新
	
	

	項　　目
	取組内容
	実施時期
・回数等

	２　体験学習会その他酪農に親しむための行事の企画及び実施に関すること
	（１）児童・生徒等への酪農に関する学習会等の企画・実施
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	

	
	（２）酪農のさと
  絵画展、牛乳
絵手紙コンクールの企画・実施
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	

	
	（３）牛乳に関連する食育活動及び
料理講習会の
企画・実施
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	

	項　　目
	取組内容
	実施時期
・回数等

	３　地域振興を図るための行事の企画及び実施に関すること
	（１）地域と連携した産業祭り、林道ハイキングなどの各種イベントの企画・実施
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	

	
	（２）近隣の農林水産業の振興拠点等と連携したイベントの企画・実施
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	

	４　自主事業に関すること
	例）
○○作り体験

○○工作

２階屋上広場、休憩コーナーを活用した提案　等
	※想定するターゲットを含めて提案ください。

	


５　管理運営費計画

（１）収支計画作成の基本的考え方
　　　収支計画作成に当たり、下記の視点も踏まえて、基本的な考え方を記載してください。

・経費の縮減の工夫

・指定管理料以外の収入の確保がある場合は、その内容等

	


（２）収支計画
　　　様式第１号の２～様式第１号の４に記載

６　運営体制計画及び組織
	（１）職員の配置（指揮命令系統が分かる組織図を含む）
（２）勤務体制表
（３）職員の人材育成方針
（４）職員確保の方法



※　円滑な施設運営を推進するためには執行体制が確立されている必要があります。管理運営に当たっての執行体制（組織図）・職員の配置及び勤務体制、雇用計画、人材育成方針等について提案してください。
７　類似施設の運営実績
	類似施設名
	所在地
	主な業務内容
	運営開始年月日
	備考

	
	
	
	開始
	　　年　月
	

	
	
	
	終了
	　　年　月
	

	
	
	
	開始
	　　年　月
	

	
	
	
	終了
	　　年　月
	

	
	
	
	開始
	　　年　月
	

	
	
	
	終了
	　　年　月
	

	
	
	
	開始
	　　年　月
	

	
	
	
	終了
	　　年　月
	


※過去に酪農のさとに類似した施設の運営実績があれば記入を願います
　記入の際には、概要、受注額、発注社名等、可能な限り詳細に記入願います。

８　家畜の飼養管理対策及び健康・衛生管理対策
	（１）家畜の飼養管理対策

（２）家畜の健康・衛生管理対策（獣医師による診療体制等）
（３）動物由来感染症の感染防止対策及び万一の発生時の対応策



※　酪農のさとで飼養している白牛と山羊については、常日頃から適切な飼料給与のほか、健康管理や良好な飼養環境の維持、排せつ物処理などを適切に行う必要があります。
また、動物由来感染症（腸管出血性大腸菌症など）が、利用者や畜舎管理者に感染しないための対策も必要です。（「千葉県酪農のさと」衛生管理マニュアル参照）。
家畜の飼養管理、健康管理（外傷や病気等への対応）、衛生管理（畜舎等の消毒等）に　　　ついての考え方及び人員配置や獣医師による診療体制などを記載してください。動物由来感染症の感染防止対策等についても記載してください。

９　利用者の安全確保対策
	（1）災害（自然災害、火災等）や事故等の緊急事態に対する対策



※　施設を運営していく上で、予期せぬ災害（自然災害や火災等）や事故等が利用者を危険にさらす可能性もあります。
利用者の安全を確保するための対策について、危機管理マニュアルや緊急連絡体制の整備に関する考え方を含めて記載してください。
１０　個人情報の保護のための方策
	


※　管理運営に伴って取得した個人情報は厳重に管理されなければなりません。個人情報保護のための情報管理体制等について具体的に書いてください。
１１　その他の提案

	


※　その他、施設の設置目的を効果的･効率的に達成できる企画や、利用者に楽しく過ごしていただく方法等があれば積極的に提案をお願いします。
（様式第２号）
令和８年度 千葉県税の完納情報提供に関する同意書
令和　　年 　月 　日
千葉県知事　 熊谷　俊人　宛て
【申請者】
	住所
（法人本社所在地）
	

	フリガナ
	

	法人名
	

	電話番号
	


【同意する事項】（以下の内容を読んで、□にチェックを入れてください。）
□ 申請者は、以下のことに同意します。
全ての千葉県税（個人県民税および地方消費税を除く。）およびこれに付随する延滞金等の納付または納入の状況に関して、千葉県の税務担当職員が納付状況の審査に関わる職員に対して、千葉県税の完納情報の提供を行うこと。
【注意事項】
法人登記簿に記載の本社所在地、法人名称を御記入ください。
＊この同意書が提出された時点で千葉県税を納付書等により完納していたとしても、完納が確認できるまでに、時間差が生じる場合がありますので、御了承ください。
（様式第３号）
障害者雇用状況報告書（公共職業安定所長への提出義務がない事業主用）
令和○○年６月１日現在
	１．事 業 主
	住所
	

	
	名称
	

	
	代表者名
	

	
	事業の種類
	

	２．雇　用　の　状　況
	(1) 除外率
	％

	
	(2) 常用雇用労働者の数

	
	
	ア　常用雇用労働者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	イ　短時間労働者の数
	人

	
	
	ウ　常用雇用労働者の数
	人

	
	
	エ　除外率相当数
	人

	
	
	オ　法定雇用障害者の算定の基礎となる労働者の数
	人

	
	(3) 常用雇用身体障害者、知的障害者及び精神障害者の数

	
	
	カ　重度身体障害者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	キ　重度身体障害者以外の身体障害者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	ク　重度身体障害者である短時間労働者の数
	人

	
	
	ケ　重度身体障害者以外の身体障害者である短時間労働者の数
	人

	
	
	コ　身体障害者の数
	人

	
	
	サ　重度知的障害者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	シ　重度知的障害者以外の知的障害者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	ス　重度知的障害者である短時間労働者の数
	人

	
	
	セ　重度知的障害者以外の知的障害者である短時間労働者の数
	人

	
	
	ソ　知的障害者の数
	人

	
	
	タ　精神障害者の数（短時間労働者を除く）
	人

	
	
	チ　精神障害者である短時間労働者の数
	人

	
	
	
	ツ　上記チのうち、一定の要件を満たす者の数　
	人

	
	
	テ　精神障害者の数
	人

	
	(4) 計
	人

	
	(5) 実雇用率
	％


障害者の雇用の促進等に関する法律の規定に基づく計算によること。
記入方法と用語の定義については、公共職業安定所長に提出する報告に準じる
様式第４号

グループ（共同体）応募届

	施設名
	


　上記施設の運営のため、募集要項に基づきグループ共同体を結成し、千葉県との

間における下記委任事項に関する権限を代表団体に委任します。

	グループの名称
	

	グループの代表団体（受任者）
	

	グループの構成団体（委任者）
	

	グループの成立時期及び委任期間
	

	グループの設立経緯
	※　グループの設立経緯を記載してください。過去にグループによる事業実績があれば、その点も記載してください。
　　また、グループ構成者それぞれについての組織としての方針決定の状況(「何年何月の総会で決定した」など)も記載してください。


	グループ応募の理由・必要性等
	※　グループを組む理由（必要性・有効性）について記載してください。例えば、グループ構成者が互いに有しないノウハウの補完の観点、経営上のリスク回避の観点など。


	委任事項
	

	その他
	


様式第５号
グループ（共同体）構成団体業務分担表

【代表団体】

	団体の名称
	

	代表者の氏名
	

	連絡先
	

	役割及び責任分担
	※ 役割分担及び責任分担に関し、グループ構成者それぞれの規模、能力から見た妥当性についても記載してください。


	人　員
	※ 人員配置について、グループ構成者それぞれの役割、規模、能力から見た妥当性についても記載してください。
　　　　　名

※詳細（配置場所、役職、有資格者等）は別途添付

	上記業務に係る指定管理料配分額（又は配分率）
	※ 指定管理料の配分について、グループ構成者それぞれの役割、規模、能力から見た妥当性についても記載してください。
※算出に係る資料は別途添付


【構成団体】

	団体の名称
	

	代表者の氏名
	

	連絡先
	

	役割及び責任分担
	※ 役割分担及び責任分担に関し、グループ構成者それぞれの規模、能力から見た妥当性についても記載してください。


	人　員
	※ 人員配置について、グループ構成者それぞれの役割、規模、能力から見た妥当性についても記載してください。
　　　　　名

※詳細（配置場所、役職、有資格者等）は別途添付

	上記業務に係る指定管理料配分額（又は配分率）
	※ 指定管理料の配分について、グループ構成者それぞれの役割、規模、能力から見た妥当性についても記載してください。
※算出に係る資料は別途添付


様式第６号

グループ（共同体）協定書

　○○○○○○○○（以下「甲」という。）と○○○○○○○○（以下「乙」という。）とは、○○○○○の指定管理者として応募するにあたり、当施設の管理運営に関する業務について、次のとおり「○○○○グループ（共同体）協定書」（以下「協定書」という。）を締結する。
　（目的）
第１条 本協定書は、○○○○○の指定管理者として応募する甲、乙が行う当該施設の管理運営業務に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（名称）
第２条 当共同体は、○○○○・○○○○共同体（以下「共同体」という。）と称する。
　（構成員の住所及び名称）
第３条 当共同体の構成員は次のとおりとする。
甲 住所 ○○○○○○○ ○丁目○番○号
　 名称 ○○○○
乙 住所 ○○○○○○○ ○丁目○番○号
 　名称 ○○○○
　（代表団体）
第４条 当共同体の代表団体は○○○○とし、当該指定管理者業務運営上の最終責任を負う。
　（事務所の所在地）
第５条 当共同体の事務所は、○○市○町○丁目○番○号に置く。
　（業務分担）
第６条 甲及び乙は、指定管理者の業務について、下記の業務分担により責任をもって業務を遂行するとともに、相互に支援・協力を行うものとする。
２ 甲の担当業務
３ 乙の担当業務
　（指定管理料）
第７条 甲は、指定管理者の代表として、千葉県から指定管理料を受けるものとし、受領後、乙へ本協定書第８条で定める割合に見合う額を支払うものとする。
　（指定管理料の受領割合等）
第８条 甲及び乙が受領する指定管理料の受領割合は次のとおりとする。
甲 ○○○○ ○○％
乙 ○○○○ ○○％
　（事業年度及び決算）
第９条 当共同体の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日までとし、事業年度末に決算を行い決算書を作成する。
　（欠損金の負担の割合）
第１０条 前条の規定による決算の結果、欠損が生じた場合、甲及び乙は本協定書８条の割合によって、欠損を負担する。
　（協定書に定めのない事項）
第１１条 本協定書に定めない事項については、甲、乙協議の上、定めるものとする。
　上記のとおり○○○○・○○○○共同体協定書を締結したことの証拠として、この協定書正本２通及び副本１通を作成し、各甲及び乙が記名押印の上、正本については甲及び乙各自が所持し、副本については千葉県に提出する。
　令和 　年 　月 　日
　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○・○○○○共同体
甲 代表者 ○○○○○○○○○ ○丁目○番○号
　　　　　○○○○○○○○○○
　　　　　　代表者 ○○○ ○○○
乙 構成者 ○○○○○○○○○ ○丁目○番○号
　　　　　○○○○○○○○○○
　　　　　　代表者 ○○○ ○○○ 
様式第７号
千葉県酪農のさと指定管理者応募に係る質問書
令和　年　月　日
団体名等
担当者名
連絡先　電話
FAX
電子メール
	質問項目

	

	質問内容

	


事　業　計　画　書
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